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町
小
学
校
適
正
配
置
審
議
会
の
第
４
回
目
の
会
議
が
、
２
月
５
日
（
金
）
に
交
流
 

物
産
館
「
よ
り
っ
せ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
会
議
で
は
、
遠
距
離
通
学
対
策
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）
な
ど
の
課
題
に
つ
い
 

て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

送
迎
は
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
 

     を
進
め
て
お
く
べ
き
。」「
財
政
的
な
課
題
は
こ

の
審
議
会
の
検
討
範
囲
を
超
え
て
い
る
。
答
申

の
後
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
。」な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、「
財
政
問
題
は
、
今
後
、
い
ず
れ
か

の
機
関
な
ど
で
議
論
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

し
、
こ
の
審
議
会
で
は
、
こ
れ
以
上
の
議
論
は

し
な
い
」
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
 

          町
の
財
政
を
説
明
 

 　
議
事
で
は
、
先
ず
、
成
田
信
幸
ま
ち
づ
く
り

政
策
室
長
か
ら
「
詳
細
な
設
計
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
学
校
の
建
設
に
は
、
　
億
円
か
ら
　
億

円
程
度
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
現
在
の
補
助

制
度
で
は
、
国
か
ら
半
分
ほ
ど
補
助
さ
れ
、
残

り
が
町
の
負
担
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
町

の
一
般
会
計
予
算
が
　
億
円
程
度
で
あ
り
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
縦
貫
道
路
の

整
備
な
ど
大
規
模
事
業
を
起
債
（
借
金
）
で
進

め
て
い
る
中
に
お
い
て
、
学
校
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
短
期
間
で
は
な
か
な
か
難
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
は
「
将
来
を
担
う

大
切
な
子
ど
も
の
た
め
に
は
、
早
急
に
つ
く
る

べ
き
。」「
中
学
校
建
設
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、

国
の
有
利
な
補
正
予
算
な
ど
を
見
越
し
た
準
備
 

        　
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
、
小
瀧
信
孝
会
長
か

ら
「
前
回
の
審
議
会
で
は
、
わ
が
町
の
小
学
校

の
適
正
配
置
に
つ
い
て
、
審
議
会
委
員
の
総
意

に
よ
り
、
１
校
に
統
合
す
る
こ
と
で
確
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
過
疎
化
や
少
子
化
の
条
件
の

も
と
で
、
町
内
に
５
校
あ
る
小
学
校
を
１
校
に

統
合
す
る
こ
と
は
、
最
善
の
道
で
あ
る
と
同
時

に
、
地
域
の
中
か
ら
学
校
が
消
え
て
い
く
こ
と

に
よ
る
大
き
な
影
響
と
そ
こ
に
住
む
人
々
の
寂

し
さ
や
小
規
模
校
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
が
失
わ
れ

る
こ
と
へ
の
不
安
を
危
惧
す
る
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
正
に
苦
渋
の
選
択
で
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
各
委
員
の
皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
、
十
分
な
審
議
を
重
ね
た
上
で
、
審
議

会
と
し
て
答
申
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
つ

く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

50

10

30



3

次
回
は
答
申
内
容
を
検
討
 

     か
さ
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
ス

タ
ー
ト
す
る
ま
で
の
間
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
様
の
ご
意
見
も
お
聞
き
し
た
り
し
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

　
ま
た
、
中
学
生
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
小
学
生
と
中
学
生
の
授
業
時
間
な
ど
の
違

い
も
あ
り
ま
す
の
で
、あ
わ
せ
て
総
合
的
に
検
討
 

し
て
い
き
た
い
。」と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
遠
距
離
通
学
対
策
に
つ
い
て
は
、
個
別
課
題

が
多
い
こ
と
か
ら
、
審
議
会
と
し
て
は
、
「
十

分
に
配
慮
す
る
こ
と
」
の
内
容
で
答
申
書
に
成

文
化
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 次
回
の
会
議
 

 　
今
回
の
会
議
で
、
教
育
委
員
会
の
３
つ
の
基

本
的
方
針
の
審
議
を
終
え
た
こ
と
か
ら
、
次
回

は
、
答
申
書
の
内
容
に
つ
い
て
討
議
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 　
【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
教
育
課
学
校
教
育
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
６
 

　
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
６
 

     の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
対
し
、
委
員
か
ら
は
「
車
酔
い
の
対

策
が
必
要
。」「
徒
歩
の
際
の
安
全
面
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。」「
距
離
だ
け
で
バ
ス
通
学
と
徒

歩
通
学
を
線
引
き
す
る
の
で
は
な
く
、
安
全
面

な
ど
も
考
慮
し
、
総
合
的
に
考
え
て
も
ら
い
た

い
。」「
中
学
生
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
含
め
て
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
。
」
な
ど
の
意
見
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
 

　
佐
藤
教
育
長
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
が
、
閑

散
と
し
た
道
路
を
通
学
す
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
見
守
隊
の
皆
様
の
お

力
を
お
借
り
す
る
と
か
、
ま
だ
具
体
的
に
一
つ

ひ
と
つ
詰
め
て
い
る
段
階
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

子
ど
も
の
た
め
に
考
え
ら
れ
る
最
高
の
き
め
細
 

 遠
距
離
通
学
対
策
 

 　
前
回
、
教
育
委
員
会
の
３
つ
の
基
本
的
方
針

の
う
ち
、
２
点
目
ま
で
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
３
点
目
で
あ
る
遠
距
離
通
学
対
策

に
つ
い
て
討
議
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
教
育
委
員
会
の
基
本
的
方
針
で
は
「
児
童
の

発
達
段
階
に
十
分
配
慮
し
、
遠
距
離
通
学
児
童

は
小
学
生
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
送
迎
し
た

い
」
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
佐
藤
晃

教
育
長
か
ら
は
「
児
童
の
通
学
に
対
し
て
、
最

も
配
慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
奥
川
小

学
校
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
の
奥
川

小
学
校
の
授
業
開
始
時
刻
と
統
合
小
学
校
の
開

始
時
刻
が
同
じ
で
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
の
負
担

は
あ
ま
り
に
も
大
き
過
ぎ
ま
す
。
 

　
検
討
し
て
い
る
段
階
で
す
が
、
問
題
が
な
け

れ
ば
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
現
在
と
同
じ
時
刻
に

家
を
出
て
、奥
川
小
学
校
に
集
合
し
、そ
こ
か
ら

統
合
小
学
校
ま
で
直
通
の
バ
ス
で
迎
え
た
い
。

新
郷
小
学
校
と
群
岡
小
学
校
も
同
じ
で
す
。
そ

の
た
め
、
統
合
小
学
校
の
始
業
時
刻
は
、
現
在

よ
り
も
遅
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

尾
野
本
小
学
校
と
野
沢
小
学
校
の
場
合
は
、
地

域
に
よ
っ
て
は
送
迎
が
必
要
な
場
合
も
出
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、教
育

効
果
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
一
番
大
事
で
す
。

児
童
の
皆
さ
ん
の
負
担
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う

に
十
分
配
慮
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
」
と
 

4545
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      ◆
県
か
ら
市
町
村
へ
の
配
分
方
法
 

　
県
か
ら
各
市
町
村
へ
の
米
の
生
産

目
標
数
量
は
、
有
機
栽
培
米
や
特
別

栽
培
米
（
　
％
減
農
薬
減
化
学
肥
料

栽
培
）
な
ど
、
安
心
・
安
全
で
環
境

に
や
さ
し
い
米
の
生
産
へ
の
取
り
組

み
や
、
高
品
質
米
の
生
産
（
１
等
米

比
率
）
へ
の
取
り
組
み
、
低
コ
ス
ト

な
米
の
生
産
（
直
播
栽
培
）
へ
の
取

り
組
み
、
過
去
の
生
産
調
整
の
実
績

な
ど
を
基
に
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
多
く
の
販
売
農
家
が
、
今

年
か
ら
始
ま
る
米
所
得
補
償
モ
デ
ル

事
業
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
生
産
目
標
数
量
の
算
定
に
お

け
る
生
産
調
整
未
達
成
面
積
の
補
正

の
緩
和
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

 ◆
本
町
へ
の
配
分
数
量
 

　
右
の
よ
う
な
配
分
方
法
に
基
づ
き

算
出
さ
れ
た
本
町
の
生
産
目
標
数
量

は
、
昨
年
よ
り
も
９
　
３
４
５
　
増

の
、
３
　
４
７
４
　
１
８
０
　
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
昨
年
よ
り
も
配
分
数
量
が
「
増
」

と
な
り
ま
し
た
が
、
実
施
要
領
改
正

に
よ
り
昨
年
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た

単
収
補
正
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
か
ら

　
　
当
り
の
単
収
が
増
え
、
面
積
換
 

     算
で
は
お
よ
そ
　
　
減
に
な
り
ま
し

た
。
 

 ◆
農
家
へ
の
配
分
 

　
２
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た
町
水
田

農
業
推
進
協
議
会
に
お
い
て
各
農
家

へ
の
配
分
方
針
が
協
議
さ
れ
次
の
と

お
り
決
定
し
ま
し
た
。
 

①
水
田
耕
作
農
家
一
律
配
分
を
基
本
 

　
と
し
ま
す
 

　
　
配
分
作
付
率
　
　
０
％
 

　
　
　
（
転
作
率
　
　
０
％
）
 

②
認
定
農
業
者
及
び
３
　
以
上
の
担
 

　
い
手
農
家
に
対
し
て
、
一
律
配
分
 

　
に
加
え
追
加
配
分
を
行
い
ま
す
 

③
ミ
ネ
ラ
ル
米
及
び
特
別
栽
培
米
生
 

　
産
者
に
対
し
て
、
一
律
配
分
に
加
 

　
え
追
加
配
分
を
行
い
ま
す
 

④
直
播
栽
培
・
有
機
栽
培
を
実
施
す
 

　
る
農
家
に
対
し
て
は
、
慣
行
栽
培
 

　
と
比
較
に
よ
り
減
収
分
の
追
加
配
 

　
分
を
行
い
ま
す
 

※
配
分
の
計
算
方
法
は
下
図
の
と
お
 

　
り
で
す
。
 

 　
各
農
家
の
皆
さ
ん
へ
の
配
分
数
量
、
 

配
分
面
積
の
通
知
書
は
、
各
地
区
の

農
事
実
行
組
合
長
経
由
で
配
布
し
ま

す
。
併
せ
て
「
水
稲
生
産
実
施
計
画

書
」
も
配
布
し
ま
す
の
で
、
　
年
度
 

50

10

10

22
62.38

22

.

,

.
.

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ヘ
ク
 

タ
ー
ル
 

ト
 

　
ン
 

ト
 

　
ン
 

ア
ー
 

ル
 



5

水田経営に関する助成制度 
にはこんなものがあります 

　効率的で安定的な農業経営を目指し、経営改善に取り組む意欲のある農業者を認定 

し応援する制度です。 

　認定農業者への主な支援措置としては以下のようなものがあります。 

　◆無利子の制度資金を借りられます　　　◆農地の集積がしやすくなります 

　◆農業者年金の保険料が補助されます　　◆水田経営所得安定対策に加入できます 

　◆経営改善に関する補助事業など認定農業者でないと受けられないものがあります 

　認定農業者や集落営農組織を対象とした、米の所得補償制度です。自らの 

積立金と国の積立金により、その年の減収の９割までを補てんします。 

　米のモデル事業での補てんがあるわけですが 

この対策は、福島県産米が下落した場合で全国 

平均が下落しない場合も交付されます。 

　その逆で全国平均が下落して福島県産米が下 

落しなかった場合は、この対策の補てんは交付 

されません。 

　今までの産地確立交付金に変わる転作に対する助成制度で、水田で麦・大 

豆・米粉用米・飼料用米などを生産する販売農家・集落営農の皆さんに助成 

金が交付されます。 

　なお、その他の作物（アスパラ、トマト、きゅうりなどの野菜）の単価は 

３月ごろに具体化する予定で、収穫や出荷を行なうことが必要です。 

　自給率向上のための環境整備を図るために、米の生産数量目標に従って生 

産する販売農家・集落営農の皆さんに対して、主食用米の作付面積10ａ当り 

１万５千円を定額交付します。 

　米の価格が下落した場合には、追加の補てんも行ないます。 

交付単価（全国一律） 

定額部分（10ａ当り）１万５千円（恒常的なコスト割れ相当分の助成） 

変動部分（10ａ当り）２２年産の販売価格が過去３年の販売価格を下回った 

　　　　　　　　　　場合にその差額を基に算定 

交付対象者 

　「生産数量目標」の範囲内で主食用米の生産を行なった販売農家・集落営 

農のうち、水稲共済加入者又は21年度の出荷・販売の実績がある方 

交付対象面積 

　主食用米の作付面積から、自家飯米・縁故米用に 

供される分として一律10ａを差し引いた面積 

 

　なお、詳細については農事実行組合長経由で各農 

家に配布しますので参考にしてください。 

の
水
稲
や
転
作
作
物
等
の
作
付
計
画

を
記
入
の
う
え
、
町
役
場
経
済
振
興

課
ま
た
は
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
西
部
営

農
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 ◆
町
の
農
業
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
 

　
町
で
は
、
水
田
農
業
振
興
対
策
と

し
て
今
年
度
か
ら
始
ま
る
「
米
戸
別

所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業
」
と
転
作
の

助
成
で
あ
る
「
水
田
利
活
用
自
給
率
 

向
上
事
業
」や「
認
定
農
業
者
制
度
」、
 

所
得
補
償
制
度
で
あ
る
「
水
田
経
営

所
得
安
定
対
策
」
な
ど
、
各
種
制
度

を
最
大
限
活
用
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
安
全
・
安
心
な
売
れ
る
米

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
 

農
業
機
械
の
共
同
利
用
化
や
直
播
栽

培
に
よ
る
、
労
働
力
や
機
械
経
費
の

低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
稲
作
に
依
存
し
た
経
営
か

ら
の
脱
却
に
向
け
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

な
ど
を
利
用
し
た
施
設
園
芸
を
推
進

し
、
複
合
経
営
に
よ
る
農
業
所
得
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
国
・
県
・
町
（
行
政
）

や
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
連
携

を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
化
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
何
よ
り
農
家
の
 

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要

で
す
。
 

　
町
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
農
業
経
営
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
農
林
振
興
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
１
 

　
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
西
部
営
農
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
８
３
１
 

4545
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①
は
優
勝
、
②
は
２
位
、
③
は
３

位
〈
敬
称
略
〉
 

◆
雪
灯
籠
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
▽
町
長
賞
 

　
　
　
町
内
会
 

　
▽
商
工
会
長
賞
 

　
　
牧
自
治
区
 

　
▽
会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
合
長
賞
 

　
　
安
座
自
治
区
 

　
▽
森
林
組
合
長
賞
　
 

　
　
西
田
精
機
株
式
会
社
 

　
▽
福
島
民
報
社
賞
 

　
　
中
ノ
沢
自
治
区
 

　
▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
 

　
　
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
 

　
▽
ア
イ
デ
ア
賞
 

　
　
野
沢
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
 

　
　
議
会
 

◆
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
 

　
▽
小
学
生
男
子
　
①
宮
田
健
太
 

　
　
②
荒
井
直
樹
②
須
藤
僚
太
 

　
▽
小
学
生
女
子
　
①
梅
本
恵
理
 

　
　
②
佐
藤
麻
衣
③
新
田
亜
美
 

　
▽
中
学
生
男
子
　
①
坂
上
孝
輔
 

　
　
②
加
藤
邦
明
③
坂
上
良
輔
 

　
▽
一
般
女
子
　
①
鴫
原
恵
子
 

　
　
②
鳥
原
美
香
③
菊
田
知
子
 

　
▽
一
般
男
子
の
部
　
①
室
井
一
希
 

　
　
②
簗
田
優
二
郎
③
菊
田
亘
 

◆
雪
合
戦
 

　
▽
小
学
生
の
部
 

　
　
①
五
十
嵐
ジ
ャ
パ
ン
 

　
　
②
ロ
ケ
ッ
ト
団
 

10

あ
っ
た
げ
ぇ
の
 

　
　
食
べ
ら
ん
し
ょ
 

町
長
杯
争
奪
 

　
親
善
輪
投
げ
大
会
 

雪合戦 

沖縄県大宜味村の児童・生徒によるエイサー 

オープニング（豆まき） 
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③
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
ボ
ー
イ
ズ
 

　
▽
一
般
の
部
 

　
　
①
ワ
イ
ル
ド
ワ
ン
 

　
　
②
つ
ち
の
こ
西
中
 

　
　
③
地
道
に
や
っ
て
く
べ
 

◆
雪
の
上
で
愛
を
叫
ぶ
！
 

　
▽
大
　
賞
　
目
黒
豊
子
 

　
▽
優
秀
賞
　
荒
明
拓
夢
・
あ
り
さ
 

　
▽
特
別
賞
　
田
崎
真
子
 

◆
雪
上
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
 

　
▽
小
学
生
男
子
　
①
貝
沼
柊
哉
 

　
　
②
玉
木
陸
③
市
橋
卓
磨
 

　
▽
小
学
生
女
子
　
①
賀
川
芽
衣
 

　
　
②
渡
部
美
森
 

　
▽
一
般
女
子
　
①
佐
藤
由
美
子
 

　
　
②
賀
川
里
美
③
成
田
知
美
 

　
▽
一
般
男
子
　
①
小
瀧
祐
哉
 

　
　
②
斎
藤
高
毅
③
斎
藤
豪
司
 

◆
町
長
杯
争
奪
親
善
輪
投
げ
大
会
 

　
①
黒
沢
Ａ
②
萱
本
Ａ
 

　
③
上
小
島
Ａ
、
牛
山
 

　
▽
最
優
秀
賞
　
渡
部
文
子
 

　
▽
優
秀
賞
　
 

　
　
佐
藤
勝
、
武
藤
香
代
子
 

◆
雪
だ
る
ま
・
雪
像
い
っ
ぱ
い
運
動
 

　
▽
雪
国
ま
つ
り
賞
 

　
　
五
十
嵐
チ
イ
子
 

　
▽
優
秀
賞
 

　
　
会
津
信
用
金
庫
西
会
津
支
店
 

　
　
新
郷
小
学
校
 

　
　
Ｊ
Ｈ
西
会
津
料
金
所
 

炎舞集団不知火人によるファイヤーパフォーマンス 
し ら ぬ い ど  

歳
の
神（
野
沢
地
区
自
治
区
長
連
絡
協
議
会
）
 

桐ゲタ飛ばし全国大会 

雪
上
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
 

雪の上で愛を叫ぶ！ 
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物事に関心がな 
くなった。 

「だるい」と言 
うことが増え、 
食欲がない。 

眠れない日が 
続いている。 

口数が減り、人付 
き合いを避けるよ 
うになった。 

集中力がなくなり、 
仕事の能率が落ち 
てきた。 

表情が暗く、ボー 
っとするようにな 
った。 

相原静空ちゃん 
（芝草・義孝） 

須藤美琴ちゃん 
（萱本・雅克） 

渡部愛ちゃん 
（松尾・奈津希） 

鈴木正人くん 
（松尾・朋美） 

小柴彩愛ちゃん 
（上小島・芳成） 

さ　え まさと あい みこと しずく 

　１月２０日、３歳児７名を対象に健康診査を行った結果、 
むし歯のない子は５名でした。 

◆気づいたら次につないであげよう 
　単なる過労などではなく、うつ病などで調子を崩しているのかもしれません。 
　「うつ病」は自分では気づきにくいものです。家族の方など身近な方が気づき、 
一緒に相談機関を訪ねたり、受診に付き添うことが大切です。 
　また、本人が相談機関に相談できないときは、家族や会社の方にだけでも相 
談してみましょう。 
 
◆どこで相談すればいいの？ 
　・町保健センター　　　　　　　４７―２３０６ 
　・会津保健福祉事務所　　　　　０２４２―２９―５２７５ 
　・精神保健福祉センター　　　　０２４―５３５―３５５６ 
　・かかりつけ医や心療内科、精神科などの医療機関 

◆気づいてあげることが大切！ 

県
内
の
自
殺
の
現
状
 

　
全
国
で
は
平
成
　
年
以
降
、
自
殺
死
亡
率
は

上
昇
し
て
い
ま
す
。
 

　
平
成
　
年
の
福
島
県
の
自
殺
死
亡
者
数
は
５

９
９
人
と
な
っ
て
い
て
、
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
９

位
で
す
。
こ
れ
は
、
毎
日
１
〜
２
人
自
殺
に
よ

り
死
亡
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
心
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
意
志
や
気
持
ち
の

持
ち
方
一
つ
で
ど
う
に
で
も
な
る
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
現
在
で
は
そ
う
と
ば
か
り
は
い
え

な
い
よ
う
で
す
。
 

　
本
人
は
「
ぜ
ん
ぜ
ん
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い

て
も
、
実
は
と
て
も
心
が
疲
れ
て
い
る
…
と
い

う
ケ
ー
ス
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
そ
の
疲
れ
が
積
も
り
に
積
も
っ
た
と
き
に
、

一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、
自
殺
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

10

19



9

　平成１８年度から道路改良工事が進められてい 
た、国道４５９号真ヶ沢工区の事業が完了し、２ 
月２日に開通式が行われました。 
　開通式に先立ち交通安全祈願祭が行われ、県や 
町の関係者らが交通安全を願い、玉串奉奠などを 
行いました。 
　開通式では、県土木部の根本技監の式辞や伊藤 
町長のあいさつなどに続きテープカットとくす玉 
の開被が行われ、最後に出席した皆さんで通り初 
めを行い、開通を祝いました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　２月１２日～１４日までの３日間、沖縄県宮古 
島市の食生活改善推進員５名が来町し、町の食生 
活改善推進員の皆さんと交流しました。 
　初日は、公民館で町の郷土料理や鍋などを囲み 
ながら懇親を深めました。 
　２日目は、町内の施設などを見学した後、調理 
交流を行い、宮古島市からは、小豆ごはん、ミミ 
ガーの酢みそ和えを教わり、町からはこづゆとえ 
ごの作り方を教えました。 
　最終日は、公民館で食生活改善推進員研修・交 
流会を開催し、町食改さんがもちや昆布巻きやわ 
らび漬け、カレンダー料理などを作りおもてなし 
しました。 
　また、銭太鼓などの余興や沖縄の踊りクイチャ 
ー、会津磐梯山をみんなで踊り交流を深めました。 

　
１
月
　
日
、
文
化
財
防
火
デ
ー
合 

同
消
防
訓
練
が
、
野
沢
５
町
内
の
熊 

野
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
に
は
、
野
沢
地
区
の
消
防
団 

や
地
区
住
民
な
ど
、
お
よ
そ
１
５
０ 

人
が
参
加
し
、
消
火
器
や
バ
ケ
ツ
リ 

レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
重
要 

文
化
財
の
搬
出
、
女
性
消
防
隊
に
よ 

る
応
急
手
当
、
消
防
団
に
よ
る
放
水 

訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
全
員
、万
が
一
の
際
に
は
、 

地
域
の
文
化
財
は
自
分
た
ち
で
守
ろ 

う
と
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し 

た
。 

　
Ｊ
Ａ
青
年
の
主
張
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ 

ク
大
会
の
共
同
活
動
の
部
門
で
優
秀
賞
を
受 

賞
し
た
、
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
青
年
部
西
会
津 

支
部
の
目
黒
輝
夫
支
部
長
が
、
１
月
　
日
に 

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
Ｊ
Ａ
会
津
い
い
で
青
年
部
西
会
津
支
部
は 

農
商
工
連
携
事
業
と
し
て
、
酒
造
会
社
、
流 

通
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
福
島
県
産
の
芋
焼 

酎
を
作
ろ
う
と
、
原
料
と
な
る
サ
ツ
マ
イ
モ 

を
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
し
提
供
し
ま
し
た
。 

　
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
そ
の
取
り 

組
み
の
内
容
を
発
表
し
、
そ
れ
が
評
価
さ
れ 

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

24

21

ほうてん 



10

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

スキーの指導方法を学ぶ参加者 

そ
ば
打
ち
体
験
を
す
る
尾
野
本
小
３
年
生
 

○日時　○日時　2月14日～日～3月14日 
　　　　午前１０時～午後３時　　　　午前１０時～午後３時 
○会場　西会津国際芸術村○会場　西会津国際芸術村 
　　　　道の駅「よりっせ」　　　　道の駅「よりっせ」 
 
【問い合わせ先】【問い合わせ先】 
　西会津国際芸術村　西会津国際芸術村 
　　　　　　　４７－３２００　　　　　　　４７－３２００ 

第６回第６回 
　西会津国際芸術村作品展西会津国際芸術村作品展 

○日時　2月14日～3月14日 
　　　　午前１０時～午後３時 
○会場　西会津国際芸術村 
　　　　道の駅「よりっせ」 
 
【問い合わせ先】 
　西会津国際芸術村 
　　　　　　　４７－３２００ 

第６回 
　西会津国際芸術村作品展 

45

            　
町
公
民
館
で
は
、
１
月
　
日（
土
）、
「
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
」
に
よ
る
ス
キ
ー
指
導
者

養
成
講
座
を
ア
ル
ツ
磐
梯
ス
キ
ー
場
で
行
い
、

町
内
か
ら
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
養
成
講
座
で
は
、初
級
と
中
級
に
別
れ
、
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
ス
キ
ー
技
術
の
指
導

方
法
に
つ
い
て
実
技
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
２
月
５
日（
金
）に
は
群
岡
小
学
校
、
 

２
月
　
日（
金
）に
は
野
沢
小
学
校
の
ス
キ
ー
教

室
が
行
わ
れ
、
ス
キ
ー
指
導
者
養
成
講
座
に
参

加
し
た
９
名
が
、
子
ど
も
た
ち
に
ス
キ
ー
の
技

術
と
楽
し
さ
を
教
え
ま
し
た
。
 

 　
学
校
か
ら
の
学
習
や
体
験
活
動
、
環
境
整
備

な
ど
の
要
望
に
対
し
て
、
学
校
と
地
域
の
橋
渡

し
役
と
し
て
、
日
程
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
確
保
な
ど
調
整
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。
 

 　
「
自
分
の
で
き
る
と
き
に
」「
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
」「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
た
め
に
」、学

校
の
教
育
活
動
や
環
境
整
備
な
ど
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
 

　
な
お
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
は
、
謝
金
や
交
通
費
等
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
た
時
点
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と
な

り
、
活
動
中
の
事
故
等
に
対
応
し
ま
す
。
 

 　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
、

次
の
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
を
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
を
応
援
し
て
く

だ
さ
い
。
 

①
学
習
活
動
の
支
援
 

　
授
業
で
の
支
援（
習
字
や
図
画
工
作
、家
庭
、

理
科
等
の
補
助
や
後
片
付
け
、
水
泳
や
陸
上
等

の
体
育
指
導
補
助
、
読
み
聞
か
せ
活
動
等
）
 

②
部
活
動
の
支
援
 

　
部
活
動
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者
補
助
等
 

③
学
習
環
境
整
備
の
支
援
 

　
校
内
外
環
境
整
備
（
遊
具
や
花
壇
の
整
備
、

草
刈
、樹
木
剪
定
等
）、
校
舎
の
補
修
、飼
育
小

屋
づ
く
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
・
更
新
等
 

④
学
校
行
事
等
へ
の
支
援
 

　
運
動
会
な
ど
学
校
行
事
へ
の
補
助
や
異
世
代

交
流
事
業
等
へ
の
協
力
 

⑤
登
下
校
の
安
全
確
保
（
見
守
り
隊
活
動
）
 

　
登
下
校
時
の
通
学
路
の
安
全
確
保
・
指
導
等
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
―
３
２
４
４
 

 　
学
校
か
ら
の
支
援
要
望
に
応
じ
て
、
地
域
の

方
々
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
し
、
学
校

を
支
援
し
て
い
く
も
の
で
、
地
域
の
様
々
な
人

材
を
活
用
し
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
学
校
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
よ
り
組
織
的
で
効

果
的
な
活
動
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

　
そ
の
た
め
、
学
校
と
地
域
の
橋
渡
し
役
と
な

る
「
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置

し
て
い
ま
す
。
 

 　
地
域
全
体
で
学
校
教
育
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
 

教
員
や
地
域
の
方
々
が
子
供
と
向
き
合
う
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
地
域
の
方
の
持

っ
て
い
る
知
識
や
経
験
を
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
生
か
す
こ
と
で
、
よ
り
き
め
細
や
か
な
教
育

と
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
 

23

13

12

学校支援地域本部事業！ 
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「町民１人、１スポーツ」をモットーに、スポーツに 
よる健康増進を目指して活動している本クラブの会員 
を募集します。クラブへの申し込みは、３月に配布す 
る募集チラシに記入し、町公民館に提出してください。 
 
◆募集内容 
　①スイミング（月３回） 
　②水中ウォーキング 
　（月３回） 
　③レクリエーションダンス 
　（月２回） 
　④グラウンドゴルフ（週１回） 
　⑤ストレッチ（月１回） 
　⑥エアロビクス（月２回） 
　⑦ウェイトトレーニング（月２回）※定員１０名 
 
◆年会費（保険料含む） 
　○小・中学生‥‥３，５００円 
　○１６～６４歳‥‥５，５００円 
　○６５歳以上‥‥４，５００円 
　※ウェイトトレーニングは、別途受講料 
　　１，０００円／月を負担していただきます。 
【申し込み・問い合わせ先】 
　スポーツクラブ事務局（町公民館内） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　４５－３２４４ 

紙のリサイクル活動に取り組む西中生 

森
の
案
内
人
か
ら
木
々
の
説
明
を
受
け
る
 

自然がつくり出すしぶき氷 

    　
県
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
森
林
環
境
税
を

導
入
し
、
森
林
環
境
学
習
の
推
進
や
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
、
水
源
区
域
の
森
林
整
備

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
町
で
も
森
林
環
境
税
を
財
源
と
す
る
森
林
環

境
交
付
金
を
受
け
て
、
森
林
整
備
の
推
進
や
間

伐
材
の
利
用
促
進
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
社

会
教
育
や
学
校
教
育
に
お
い
て
も
こ
の
交
付
金

を
活
用
し
て
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
町
公
民
館
で
は
２
月
　
日（
土
）、
こ
の
交
付

金
を
活
用
し
て
子
ど
も
ク
ラ
ブ
な
ど
の
自
然
環

境
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
吹
雪
と
な
り
あ
い
に
く

の
天
候
で
し
た
が
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
群
 

                     　
西
会
津
中
学
校
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

で
あ
る
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
、
そ
の
削
減
目

標
と
取
組
項
目
を
定
め
た
「
福
島
議
定
書
」
を

県
知
事
と
締
結
し
て
、
環
境
エ
コ
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
２
月
　
日
、
福
島
市
の
福
島
テ
ル
サ
に
お
い

て
「
福
島
議
定
書
事
業
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、

同
校
の
生
徒
会
環
境
委
員
会
を
中
心
と
し
た
、

ゴ
ミ
の
分
別
や
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
、マ
イ
は
し
・
 

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
、
環
境
保
全
に
関
す
る
標
語

づ
く
り
、
そ
し
て
光
桐
祭
で
の
パ
ネ
ル
展
示
を

と
お
し
た
啓
蒙
活
動
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
中
学

校
の
部
で
最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
 

　
参
加
者
は
開
講
式
の
後
、
森
の
案
内
人
の
橋

谷
田
洋
之
さ
ん
ら
４
名
の
案
内
で
４
班
に
別
れ

天
神
浜
周
辺
を
散
策
し
ま
し
た
。
遊
歩
道
の
周

囲
は
、
松
の
木
な
ど
が
生
い
茂
り
、
森
の
案
内

人
か
ら
防
風
林
の
役
割
や
特
徴
あ
る
木
々
な
ど

あ
た
り
に
目
に
つ
く
も
の
に
つ
い
て
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
出
発
し
て
か
ら
　
分
程
か
け
て
、

し
ぶ
き
氷
が
観
察
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
に
到
着
し

ま
し
た
。
 

　
こ
の
し
ぶ
き
氷
は
、
湖
の
水
が
風
で
岸
に
打

ち
つ
け
ら
れ
、
波
し
ぶ
き
が
木
な
ど
に
か
か
り
、
 

様
々
な
形
に
凍
っ
た
も
の
で
、
大
き
い
も
の
で

は
４
ｍ
程
に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
の
日
は
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
も
あ

る
の
か
、
残
念
な
が
ら
し
ぶ
き
氷
が
少
な
く
、

様
々
に
大
き
く
凍
っ
た
幻
想
的
な
世
界
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
来
年
、
ま

た
来
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

             生
っ
子
と
し
ん
ご
う
っ
子
、
ふ
る
さ
と
わ
ん
ぱ

く
塾
、
そ
し
て
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
や
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
安
全
管
理
員
な
ど
合
わ
せ
て
　
名
が
猪
苗
代

町
天
神
浜
の
し
ぶ
き
氷
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

18

20

猪
苗
代
湖
の
し
ぶ
き
氷
を
観
察
 

西
会
津
中
学
校
が
環
境
活
動
で
 

最
優
秀
賞
（
知
事
賞
）
に
輝
く
 

　
　
　
　

〜
福
島
議
定
書
事
業
〜
 

！！ 

22

40

36
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みんなの広場 みんなの広場 
山
形
　
　
正
 

　
　
〔
徳
　
沢
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
伊
藤
詩
菜
さ
ん
（
６
町
内
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
と
も
だ
ち
く
る
か
な（
内
田
麟
太
郎
・
偕
成
社
）』
こ
の
本
は
、友
 

だ
ち
を
つ
く
り
た
い
人
、
大
切
な
友
だ
ち
が
い
る
人
に
読
ん
で
も
ら
い
 

た
い
絵
本
で
す
。」
 

　
子
ど
も
へ
の
読
み
聞
か
せ
が
趣
味
で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学
校
低
学
 

年
向
け
の
絵
本
を
い
ろ
い
ろ
持
っ
て
い
る
と
い
う
伊
藤
さ
ん
に
、
こ
の
 

本
が
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
オ
オ
カ
ミ
が
自
分
の
誕
生
日
に
友
だ
ち
の
キ
ツ
ネ
が
や
っ
て
く
る
 

だ
ろ
う
と
楽
し
み
に
し
て
い
る
が
…
友
達
が
い
る
か
ら
こ
そ
感
じ
ら
れ
 

る
こ
こ
ろ
、
友
だ
ち
の
大
事
さ
が
描
か
れ
て
い
る
絵
本
で
す
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 

　
「
待
っ
て
も
待
っ
て
も
来
な
い
キ
ツ
ネ
。オ
オ
カ
ミ
は
さ
び
し
く
て
、
 

で
も
な
ぜ
さ
び
し
い
の
か
分
か
ら
ず
、
お
な
か
を
満
た
し
た
り
、
あ
ば
 

れ
て
み
た
り
…
で
も
涙
が
出
て
く
る
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
一
 

度
は
『
あ
る
あ
る
』
と
共
感
で
き
る
 

セ
リ
フ
や
行
動
が
い
っ
ぱ
い
出
て
き
 

ま
す
。
友
だ
ち
の
存
在
の
大
き
さ
、
 

友
だ
ち
っ
て
い
う
も
の
の
良
さ
に
気
 

づ
か
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　薄上　早苗さん（2月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　元気ですか。またみんなで集まっ 
て、ワイワイやりましょう。 

あなたの趣味は？ 
　釣り、再びツーリング 
 
あなたの特技は？ 
　自家製ピザ作り 
 
あなたのモットーは？ 
　今を精一杯行う 
 
これからやってみたいことは？ 
　ゆっくり…のんびり旅行し 
ながら釣りもやってみたい 
（キャンピングカーがあった 
らいいですネ） 

熱中していることは？ 
　週１回、新潟にいる孫に会 
いに行くこと！！ 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　マイペース（妻は猪と言っ 
ていますが？） 
 
最近感動したことは？ 
　娘の結婚式を撮ったＤＶＤ 
を観て何度も感動しています 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｋ・Ｉさん（堀越） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
妻
と
孫
３
人
』
 

　
「
妻（
？
歳
）、る
い
く
ん（
６
カ
月
）、
 

　
　
ち
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
（
１
歳
　
カ
月
）、
 

　
　
な
な
と
ち
ゃ
ん（
６
カ
月
）。
目
に
 

　
　
入
れ
た
ら
痛
い
で
す
が
、
と
っ
て
 

　
　
も
か
わ
い
い
で
す
　
」
 10

！！ 
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３月１日から３月７日まで 

　全国の住宅火災による死者のうち約６割が逃げ遅 
れによるものです。火災から逃げ送れないため、「住 
宅用火災警報機」を１日でも早く設置しましょう。 
　また、家のまわりには燃えやすいものを放置せず、 
きちんと片づけておきましょう。 

45

45

22

29

29

10

14

122022

29 21

31

31

                    　
３
月
、
４
月
は
退
職
や
就
職
、
転

勤
そ
し
て
進
学
な
ど
異
動
の
多
い
時

期
で
す
。
 

　
こ
の
時
期
に
忘
れ
が
ち
な
の
が
、

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の

異
動
届
で
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
加

入
し
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国

民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
医
療
費
の
給
付
等
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、忘
れ
ず
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
４
 

  　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

名
義
上
の
所
有
者
（
割
賦
購
入
の
場

合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
例
年
、「
持
っ
て
い
な
い
車
の
納
税

通
知
書
が
き
た
」
、「
納
税
通
知
書
が

こ
な
い
」
等
の
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
納
税
通
知
書
が
間
違
い
な
く
届
く

よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
３
月

　
日
ま
で
に
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

◆
住
所
が
変
わ
っ
た
 

◆
自
動
車
を
人
に
譲
っ
た
 

◆
廃
車
し
た
　
　
な
ど
 

　
ま
た
、
町
の
軽
自
動
車
税
も
４
月

１
日
現
在
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
農
耕
車
な

ど
の
異
動
の
届
も
３
月
　
日
ま
で
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
５
２
６
１
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

   　
平
成
　
年
度
軽
油
引
取
免
税
証（
農
 

業
用
）
の
交
付
申
請
を
３
月
下
旬
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。
 

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
作
業
を
始

め
る
前
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
既
に
販
売
店
を
通
じ
て
交

付
申
請
を
さ
れ
た
方
は
、
以
下
の
手

続
き
は
不
要
で
す
 

◆
新
規
に
申
請
さ
れ
る
方
 

　
　
農
業
機
械
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
 

　
ン
バ
イ
ン
等
）
及
び
耕
作
農
地
面
 

　
積
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。
 

　
　
市
町
村
税
務
課
あ
る
い
は
農
業
 

　
委
員
会
か
ら
証
明
書
を
発
行
し
て
 

　
も
ら
い
、
印
鑑
を
持
参
し
て
会
津
 

　
地
方
振
興
局
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
 

　
い
。
 

◆
昨
年
か
ら
継
続
し
て
申
請
さ
れ
る
方
 

　
　
免
税
軽
油
使
用
者
証
、
昨
年
度
 

　
の
免
税
軽
油
の
引
取
り
と
使
用
に
 

　
つ
い
て
の
報
告
、
免
税
軽
油
の
納
 

　
品
書
及
び
印
鑑
を
持
参
し
て
会
津
 

　
地
方
振
興
局
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
 

　
い
。
 

◆
農
作
業
受
託
に
つ
い
て
 

　
　
「
農
作
業
の
う
ち
基
幹
的
な
作
 

　
業
（
専
ら
機
械
を
使
用
し
て
行
わ
 

　
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
す
べ
て
 

　
の
委
託
を
受
け
て
農
作
業
を
行
う
 

　
方
」
も
免
税
軽
油
の
使
用
対
象
者
 

　
と
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
５
２
６
４
 

    　
人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家

公
務
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
 

◆
Ⅰ
種
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
 

　
○
受
付
期
間
 

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
場
合
 

　
　
　
４
月
１
日（
木
）〜
３
日（
土
）
 

　
　
郵
送
に
よ
る
場
合
 

　
　
　
４
月
１
日（
木
）〜
８
日（
木
）
 

　
○
第
１
次
試
験
日
 

　
　
　
５
月
２
日（
日
）
 

◆
Ⅱ
種
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
 

　
○
受
付
期
間
 

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
場
合
 

　
　
　
４
月
　
日（
土
）〜
　
日（
水
）
 

　
　
郵
送
に
よ
る
場
合
 

　
　
　
４
月
　
日（
月
）〜
　
日（
水
）
 

　
○
第
１
次
試
験
日
 

　
　
　
６
月
　
日（
日
）
 

◆
Ⅲ
種
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
）
 

　
○
受
付
期
間
 

　
　
　
６
月
　
日（
火
）〜
　
日（
火
）
 

　
○
第
１
次
試
験
日
 

　
　
　
９
月
５
日（
日
）
 

　
な
お
、
申
し
込
み
用
紙
の
請
求
や

受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
以
下
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係
 

　
　
０
２
２
―
２
２
１
―
２
０
２
２
 

　
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

　
　http://w

w
w
.jinji.go.jp/ 

　
　
　
　
　
　
　saiyo/saiyo.htm

 

  　
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
の
ピ
ー
ク
と
な
 

る
３
月
、
４
月
の
２
カ
月
間
、
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
団
体
で
あ
る
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
は
、「
引
越
相
談
所
」
を

開
設
し
、
電
話
等
に
よ
る
引
越
等
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

　
緑
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用

し
て
の
引
越
や
引
越
に
伴
う
種
々
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
「
引
越
相
談
所
」

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
受
付
時
間
 

　
月
〜
金
曜
日
 

　
（
土
、
日
、
祭
日
を
除
く
）
 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
 

※
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
は
終
日
 

【
引
越
相
談
所（
会
津
若
松
市
）】
 

　
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
津
若
松
支
部
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
４
８
５
５
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
２
１
９
９
 

FAX

2425
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目　黒　シマ子（84）　徹　　　妻　　５町内 

武　藤　文　男（81）榮　子　　夫　　芹　沼 

齋　藤　忠　雄（82）治　郎　　叔父　　堀　越 

清　野　ハルイ（86）勇　喜　　母　　塩　喰 

齋　藤　卯　市（82）タチ子　　夫　　尾　登 

佐　藤　タチ子（82）敏　明　　母　　上小島 

田　崎　八千代（87）眞　平　　叔母　　長　桜 

渡　部　ツ　ギ（91）春　男　　母　　黒　沢 

石　本　重　雄（83）彰　子　　夫　　上野尻 

西　尾　修　一（83）は　る　　夫　　下野尻 

石　川　ユキ子（90）博　久　　母　　白　坂 

佐　藤　ヤ　イ（93）一　友　　祖母　　白　坂 

小　原　善次郎（86）和　美　　父　　宝　川 

藤　原　清　鬼（77）琴　子　　夫　　屋　敷 

齋　藤　フ　ク（94）勝　美　　母　　熊　沢 

佐　藤　　　江（85）秀　由　　母　　橋　屋 

古　川　ヲハル（93）喜　春　　祖母　　橋　屋 

山　口　セ　チ（87）幸　平　　母　　高　目 

玉　木　トラノ（86）寅千代　　姉　　向　原 

人　口　　７，９６６人　　　－２１人 
　男　　　３，８２４人　　　－　６人 
　女　　　４，１４２人　　　－１５人 
世　帯　　２，８９３世帯　　－　３世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

◆日時　３月 8日（月） 
　　　　　　26日（金） 
　　　　午前９時～正午 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

3月の納税等 

○水道料金・下水道料金 

○ケーブルテレビ使用料 

○インターネット使用料 

3月10日（水） 納期限 

3月 6日（第１週）受付時間11時まで 
20日（第３週）　　　　〃

　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

長谷川　莉　子ちゃん　勝善・志穂理　西林東 

石　井　心　埜ちゃん　里志・あゆみ　戸　中 

り　　　こ 

こ　こ　の 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

有 隣 病 院  
くまたクリニック 
あらい内科循環器科クリニック 
遠山胃腸科内科医院 
森 田 小 児 科医院  
米 山 眼 科  
渡 辺 医 院  
佐 原 病 院  
斉 藤 医 院  
手 塚 医 院  
さいとう内科胃腸科クリニック 
扇町渡部小児科アレルギー科医院 
いがらし耳鼻咽喉科 
県 立 喜 多 方病院  
高橋小児クリニック 
佐藤内科小児科医院 
さとう小児科医院 
はせがわ整形外科クリニック 
佐藤整形外科医院 
小 野 病 院  
武 田 医 院  
たてうまクリニック 
浜 崎 小 児 科医院  
仙波耳鼻咽喉科医院 
平 野 医 院  
有 隣 病 院  
手 代 木 医 院  
蛯 谷 ク リ ニック  
いいづかファミリークリニック 
耳鼻咽喉科鈴木医院 
荒 井 医 院  

0241（24）5021 
0241（28）1233 
0242（29）1133 
0242（24）8911 
0242（27）7686 
0242（27）0862 
0242（83）3125 
0241（22）5321 
0241（22）0212 
0242（27）5618 
0242（38）3717 
0242（25）5515 
0242（39）2010 
0241（28）2181 
0241（25）7066 
0242（27）3786 
0242（24）0830 
0242（56）2882 
0242（83）1155 
0241（22）0414 
0241（27）4031 
0242（29）2112 
0242（27）0951 
0242（26）4133 
0242（83）2243 
0241（24）5021 
0241（22）0034 
0242（28）8868 
0242（32）3330 
0242（28）3387 
0242（83）2224

 
喜多方市

 
 
 
会津若松市 

 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
 
会津若松市 
 

 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
会津美里町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

佐 藤 歯 科 医 院  
渡 部 圭 一 歯 科  
松 崎 歯 科 医 院  
河 東 歯 科 医 院  
玉 木 歯 科 医 院  
佐 野 歯 科 医 院  
福 田 歯 科 医 院  
け い こ 歯 科  
な る せ 歯 科医院  
シ ン ド ウ 歯 科  

0241（22）0344 
0242（24）6890 
0241（27）4802 
0242（75）4899 
0242（83）4818 
0242（22）1726 
0242（54）2030 
0242（29）0500 
0241（24）4676 
0242（22）1363

7 
（日） 

7 
（日） 

14 
（日） 

21 
（日） 

22 
（月） 

28 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

14 
（日） 

21 
（日） 

22 
（月） 

28 
（日） 


